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1. はじめに 
ユーザはパソコンを利用する際、日々同様

の時間に同様の操作を繰り返している場合が

ある。例として、会社員が出社後にメールの

確認を行う場合や、業務日報のファイルを編

集する場合、主婦や学生などが、天気予報の

確認やインターネットを行う場合などである。 
しかし、Web サイトを閲覧するには、検索

エンジンにキーワードを入力する必要や、お

気に入りから目的のサイトにアクセスする必

要がある。また、ファイルの閲覧については、

目的のファイルが存在するディレクトリまで

移動するなど、ファイルを探す必要があるた

め、起動・閲覧するまでに時間や手間がかか

る。 
そこで本研究では、1 日の中で同じような

時間に同じようなリソース(ファイル・Web
サイト)を表示するタスクコヒーレンス性に

着目し、ユーザのファイルの起動履歴や、Web
サイトの閲覧履歴からユーザの現在時間帯に

おける、リソースの起動確率を推測し、起動

確率の高い順にリスト表示し、そこからユー

ザがリソースを選択起動することで操作支援

を行う方法について提案する。 

2. 従来研究 
ユーザの日々の履歴からユーザの行動推定

を行う方法として、田中らの｢マイクロブログ

から抽出したユーザの習慣に基づく行動推

定｣[1]があげられる。また、ユーザの検索支

援を行う方法として、エクスプローラ等のフ

ァイル閲覧ソフトの表示順を更新日時順や名

前順、種類順、サイズ順などに変更する方法

や、スタートメニューの最近使った項目を利

用する方法、東芝の｢ReelTime｣[2]を利用す

る方法、大澤らの｢俺デスク｣[3][4][5]などが

あげられる。 
ここで、田中らの手法は、ユーザの習慣的

な行動に着目し、マイクロブログにおける、

指定した時間帯における習慣的な行動を投稿

内容や投稿数の変化から推定するものである。 
また、東芝の｢ReelTime｣は最近使用したフ

ァイルをサムネイルで時間順表示し、直感的

かつ簡単な使い方でファイルにアクセスする

ことができ、過去のファイルを呼び出して活

用することが可能である。さらに、表示する

サムネイルをカテゴリやプログラムごとに絞

り込み(フィルタリング)、使用日や作成日順

に並び替えることができる。 
大澤らの｢俺デスク｣は、特定のファイルを指

定し、そのファイルと関連するファイルをユー

ザの操作履歴から検索し表示するソフトウェ

アである。 

ここで、ユーザが起動するリソースは、以下

のようなパターンに分類することができる。 

① 特定の時間帯に起動し、周期性がある

もの。 
② 時間に関係なく起動するもの。 
③ 最近、新たに生成・起動されたもの。 
従来の方法では、このようなリソースから、

ファイルの更新日時順や関連する項目で検索

することができても、リソースがあるディレク

トリが深い場合や、検索の結果表示されるリソ

ースが多い場合、お気に入りに登録されている

項目が多い場合には、リソースの検索に時間や

手間がかかるため、ユーザ支援としては不十分

であると考えられる。 

そこで、リソースの起動頻度から起動確率

を推測し、優先度を考慮した支援を行う必要

があると考えられる。 
また、起動頻度に合わせた支援を行う場合、

以下のような問題があると考えられる。 
① 時間帯によって起動する項目が異なる。 
② 年賀状の住所録のような、重要度が高

くても、起動頻度の低いリソースがあ

る。 
③ 新しく作成したリソースについては、

起動頻度が相対的に低くなるため、重

要度が高くても優先度が低くなる。 
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そこで、上記のような問題を解決するため

に、以下のような機能が必要であると考えら

れる。 
① リソースの起動確率推測機能 

ユーザがこれから起動する可能性のあ

るリソースを起動頻度を基に推測し、

起動確率が高い順にリストに表示する

機能である。 
② リソース登録機能 

リソースをユーザ自身が登録し、登録

したリソースをリストに登録日順で表

示する機能である。 
③ 新着項目表示機能 

ユーザが新しく作成(アクセス)したリ

ソースを作成(アクセス)日順でリスト

に表示する機能である。 
また、リソースの起動確率推測機能では、

以下のような問題が考えられる。 
① 時間帯によって起動履歴が少なく、そ

のため起動確率がある一定以上の閾値

を超える項目の数が少なくなる場合が

ある。 
② ユーザの関心や作業内容は、時間の経

過とともに変化する。 
③ 何らかの事情により、日によってユー

ザがリソースを起動する時間帯が前後

する場合がある。 
上記のような問題を解決するため、リソー

スの起動確率推測機能には、以下のような機

能を付加する必要があると考えられる。 
① 検索範囲拡大機能 

ユーザの履歴から推測した起動候補の

数が十分でない場合には、検索時間範

囲を拡大して起動候補の項目数を一定

数確保する機能である。 
② 履歴管理機能 

対象とする履歴の期間を決定し、現在

時刻から一定期間以上古い履歴を除い

た範囲で起動確率の推測を行う機能で

ある。 
③ 時間帯変更機能 

検索対象とする時間帯をユーザ操作に

より時間単位で前後に移動できる機能

である。 
これら 3つの機能を備えたシステムを提案

する。 
 

3. 提案システム 
提案システムは、ユーザのファイルの起動

履歴や Web サイトの閲覧履歴から、リソース

の起動時間・リソース名を抽出し、抽出した

履歴をもとにユーザが現在時間帯において起

動する確率の高い項目を推測し、ファイル起

動メニュー(図 1)にリスト表示することで、ユ

ーザの操作支援を行うものである。 
また、ユーザの状況に応じて、前述した 3

つの機能を備え、リソース検索方法を変更す

ることを可能とする。 
3.1 履歴収集機能 
リソースの起動履歴の収集には、ファイル・

Webブラウザの各プロセスの情報を利用した。 
取得したプロセスの情報と操作履歴ファイ

ルに記述されている項目との比較を行い、現在

起動しているリソースのプロセスが操作履歴

ファイルに記入されている場合に、そのリソー

スの現在時間帯の起動回数を+1した値に書き

換え、記入されていない場合には、新規に作

成・起動されたリソースと判断し、システム側

で学習を行い、次回以降のユーザ操作を推測す

る際に利用する。 
また、ユーザが特別な操作を行わずとも、プ

ロセスの情報からファイル名を抽出し操作履

歴ファイルにファイル名と起動回数を記録す

る。 
なお、このプロセスを利用する学習方法で

は、ファイルが存在するディレクトリの詳細

なパスやWebサイトのURLの取得が困難な

ため、ファイルについては、ドキュメントデ

ィレクトリに存在するファイルのみを、Web
サイトについてはお気に入りに登録されてい

るものを検索対象とした。 
3.2 ファイル起動メニュー 
図 1 はファイル起動メニューの図である。 
画面上部に｢リソース起動確率推測機能｣と

して、オススメメニュー、｢リソース登録機能｣

として、登録データメニュー、｢新着項目表示

機能｣として、新着メニューの 3 つの項目を

用意し、ユーザがこれから起動するリソース

の検索方法を 3項目から選択することができ

る。 
オススメメニューでは、ユーザが起動する

可能性のあるリソースを現在時間帯を中心と

した特定範囲の起動履歴から求めた優先度を

もとにリソースの項目を提示する。 

― 246 ―



 
図 1.ファイル起動メニュー 
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図2.リソースの起動履歴 

また、｢検索範囲拡大機能｣として、リソー

スの起動項目が少ない場合には、検索する時

間範囲を広げて再計算を行い、リストに表示

する項目を決定する。 
この他に、｢時間帯変更機能｣を画面上部に

｢矢印｣ボタン(｢←｣｢→｣)及び｢ホーム｣ボタン

として用意し、｢矢印｣ボタンを押すことで｢オ

ススメ｣の項目の表示内容を前後の時間帯に

切り替えることが可能である。 
また、｢ホーム｣ボタンを押すことで、現在

の時間帯に戻ることができる。 
次に、登録データメニューでは、ユーザが

システムを使用中に、任意に登録した項目の

みを登録日順で提示する。 
新着メニューでは、ユーザの操作履歴のう

ち過去 2 週間以内に新しく生成(アクセス)さ
れたリソースの項目を生成(アクセス)日の新

しい順に提示する。 
なお、現在選択されている機能については、

緑色で表示し、それ以外の機能については、

灰色で表示する。 
また、時間帯変更機能については、リソー

ス起動確率推測機能でのみ表示し、リソース

登録機能、新着項目表示機能の項目では表示

しない。 
次に、画面中部に表示されているリソース

の各項目をクリックすることで対応するリソ

ースの起動を行う。 

また、項目横の｢登録｣・｢取り消し｣のボタ

ンをクリックすることで、ボタン横のリソー

スの各項目を登録・取り消しを行い、リソー

ス登録機能に反映し、表示する項目を変更す

る。 
次に、ファイル起動メニューを能動的に表

示するタイミングについて説明する。 
画面下部の2項目で図1のファイル起動メニ

ューの表示頻度の変更を行う。 
｢今日は支援を必要としない｣項目をクリッ

クすることで、その日はファイル起動メニュー

を表示せず、ユーザの操作履歴のみを学習し、

｢今は支援を必要としない｣項目をクリックす

ることでファイル起動メニューを最小化し、ユ

ーザ任意のタイミングでファイル起動メニュ

ーを再度表示することが可能である。 
その際、このボタンがクリックされた履歴を

保存・学習し、ファイル起動メニューの表示タ

イミングの変更を行い、次回表示する際にその

時間帯については、ユーザが操作支援を必要と

しないと考えられるため、表示頻度を減らして

操作支援を行う。 
3.3 検索範囲拡大機能 
図2はリソースの起動履歴の図である。 
リソースの起動履歴を考えた場合、時間によ

って起動頻度が異なるといった問題が考えら

れる。 
この問題を解決するため、前後15分間のリ

ソースの起動頻度を比較し、優先順位を求め、

ファイル起動メニューの項目に表示する。 
しかし、前後15分間のリソースの起動項目

が少ない場合には、ファイル起動メニューの優

先順位を決定するには、前後15分間では、不

十分である。 
そこで、図3(検索範囲拡大機能)に示すよう

に検索範囲を前後15分間から前後10分間検索

範囲を広げ、合計25分間の検索範囲から起動

頻度を比較し、優先順位の再計算を行い、リス

トに表示する優先順位を決定する。 
なお、再計算を行い、リソースの起動項目が

不十分である場合には、一定の閾値まで検索範

囲を拡大し、優先順位を決定する。 
また、リソースの起動項目が充分であると判

断した場合には、その検索範囲で再計算を終了

し、リストに表示する優先順位を決定する。 
また、検索範囲は現在時間を中心とした、あ

る一定の検索範囲を最大とし、それ以上の検索

範囲については、時間帯変更機能で対応する。 
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図3.検索範囲拡大機能 
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図4.履歴管理機能 

3.4 履歴管理機能 
図 4 は履歴管理機能図である。 
ファイル起動メニューの項目を決定する際、

過去の履歴全てから項目を決定すると、ユーザ

が新しく作成したファイルやWebサイトにつ

いては、起動頻度が低いため、いつまでも項目

の優先度が低いままとなったり、履歴が多いた

めに古い項目の起動頻度が高くなるなど、ユー

ザの支援が適切に行うことができない。 
すなわち、ユーザの関心や作業内容が日々変

化し利用するリソースも変化することに対応

することができないという問題点が考えられ

る。 
そこで、過去の履歴から古くなり使用する可

能性が低い履歴を除いた、過去一定期間の履歴

から、ユーザの起動する可能性のあるリソース

を推測する。 
なお、履歴の累積日数が1週間以下である場

合には、それまでの累積した履歴を利用し、1
週間以降である場合には、累積した履歴から過

去1週間分の履歴を算出し、ユーザの起動する

可能性のあるリソースを推測する。 

4. 評価 
提案システムの優先順位の検索範囲につい

て、前後 15分の範囲から検索を行っている。 

しかし、前後 15 分の検索では、検索範囲

拡大機能を用いても不十分である場合が考え

られる。 

そこで、優先順位の検索範囲がどの程度が

望ましいか検証するために、優先順位の検索

範囲が異なる同様のシステムを複数用意し以

下の点で比較検証を行った。 

① 優先順位の評価 

② 支援性能の評価 

③ 時間帯変更機能の使用割合の評価 

④ 検索範囲拡大機能の使用回数 

 また、この他に以下の点で評価を行う。 

① タスクコヒーレンス性有無の評価 

② 各機能の使用割合の評価 

また、収集したデータについては、ユーザの

個人情報(ファイル名やWebサイト名)にかか

わるものが含まれるため、ユーザ自身がリソー

ス名を別の文字列に置き換えたファイルを取

得し、評価を行う。 
なお、評価については、大学4年生3名、大

学院生8名、合計11名に優先順位の決定範囲が

異なる提案システムをそれぞれ1週間利用して

もらい評価を行う。 

5. 今後の展望 
本論文では、リソースの優先順位を決定する

起動頻度の検索範囲がどの程度が望ましいか

検証を行った。 
今後、ファイル起動メニューに表示する項目

を決定する際に用いる履歴の有効期間につい

ての検証を行いたい。 
また、起動頻度と現在の時間帯を中心とした

一定の検索範囲から決定した項目を表示する

ファイル起動メニューと時間を考慮せずに起

動頻度のみから項目を表示するファイル起動

メニューとの比較検証を行い、時間を考慮した

項目の表示の有効性についても検証を行って

いきたい。 
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